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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も １ つ の 鉄 道 車 両 を 含 む 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る  
た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 列 車 に よ り 到 達 さ れ る 目 標 減 速 値 （ Ｄ ｏ ｂ ｂ ） を 設 定 す る ス テ ッ プ を 備 え て お り 、
　 前 記 目 標 減 速 値 （ Ｄ ｏ ｂ ｂ ） に よ り 、 前 記 列 車 は 、 目 標 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ ） 内 に お  
い て 、 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で き て 、
　 前 記 方 法 は 、
　 前 記 列 車 の 少 な く と も １ つ の ブ レ ー キ 手 段 を 介 し て 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｎ ｄ ） を 与  
え る ス テ ッ プ を 備 え て お り 、
　 前 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｎ ｄ ） の 値 は 、 前 記 目 標 減 速 値 （ Ｄ ｏ ｂ ｂ ） を 得 る よ う に 計 算  
さ れ て お り 、
　 前 記 方 法 は 、
　 前 記 鉄 道 車 両 と レ ー ル と の 間 に お い て 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 が 存 在 す る こ と を 確 認 す る ス  
テ ッ プ と 、
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 が 検 知 さ れ て い な い と き 、 前 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｎ ｄ ） を 与 え る  
こ と を 保 つ ス テ ッ プ と を 備 え て お り 、
　 前 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｎ ｄ ） に よ り 、 前 記 列 車 は 、 第 １ 時 間 （ ｔ １ ） 内 に 前 記 目 標  
減 速 値 （ Ｄ ｏ ｂ ｂ ） に 達 し て 、 且 つ 前 記 目 標 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ ） 内 に お い て 、 移 動 速  
度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で き て 、

請求項の数　10　（全15頁）
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　 前 記 方 法 は 、
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 が 検 知 さ れ て い る と き 、
　 　 ス ラ イ デ ィ ン グ 制 御 手 段 に よ り 、 前 記 ブ レ ー キ 手 段 が 、 前 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｎ ｄ
） よ り 小 さ く 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 に お い て 与 え ら れ 得 る 最 大 ブ レ ー キ 力 と 一 致 す る 劣 化 ブ  
レ ー キ 力 （ Ｆ ｄ ） を 与 え る ス テ ッ プ と 、
　 　 前 記 列 車 の 減 速 に 良 い 影 響 を 与 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 回 復 手 段 を 作 動 す る ス テ ッ  
プ と を 備 え て お り 、
　 　 前 記 回 復 手 段 に よ り 、 前 記 列 車 は 、 前 記 第 １ 時 間 （ ｔ １ ） よ り も 大 き い 第 ２ 時 間 （ ｔ  
２ ） 内 に 前 記 目 標 減 速 値 （ Ｄ ｏ ｂ ｂ ） に 達 す る こ と が で き て 、
　 　 前 記 目 標 減 速 値 （ Ｄ ｏ ｂ ｂ ） に よ り 、 前 記 列 車 は 、 前 記 目 標 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ ）  
よ り も 大 き い 劣 化 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ ） 内 に お い て 、 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で き  
て 、
　 前 記 方 法 は 、
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 が 検 知 さ れ て い る と き 、
　 　 前 記 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｄ ） と 前 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｎ ｄ ） と の 間 の 差 に よ り 、 前  
記 劣 化 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ ） に 応 じ て 、 補 償 減 速 値 （ Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ ） を 定 め る ス テ ッ プ を  
備 え て お り 、
　 　 前 記 補 償 減 速 値 （ Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ ） は 、 前 記 列 車 が 、 前 記 目 標 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ ） 内  
に お い て 、 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 方 法 は 、
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 が 検 知 さ れ て い る と き 、
　 少 な く と も １ つ の 前 記 ブ レ ー キ 手 段 、 及 び ／ 又 は 前 記 列 車 の 減 速 に 良 い 影 響 を 与 え る よ  
う に 構 成 さ れ て い る 前 記 回 復 手 段 に よ り 、 前 記 列 車 が 、 前 記 目 標 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ ）  
内 に お い て 、 前 記 補 償 減 速 値 （ Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ ） に 達 し て 、 且 つ 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で  
き る よ う に 、 前 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｎ ｄ ） よ り 大 き く て 、 且 つ 前 記 補 償 減 速 値 （ Ｄ ｃ ｏ  
ｍ ｐ ） に 応 じ て 計 算 さ れ る 補 償 ブ レ ー キ 力 を 与 え る ス テ ッ プ を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 目 標 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ ） は 、 前 記 列 車 の 初 期 移 動 速 度 、 前 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力  
（ Ｆ ｎ ｄ ） が 与 え ら れ る 時 刻 か ら 前 記 列 車 が 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る 時 刻 ま で に 得 ら れ る 減  
速 値 の 平 均 に よ り 得 ら れ る 平 均 減 速 値 、 及 び 前 記 列 車 の 前 記 初 期 移 動 速 度 と 前 記 平 均 減 速  
値 と の 間 の 比 率 に よ り 得 ら れ る 目 標 ブ レ ー キ 時 間 に 応 じ て 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 目 標 停 止 距 離 （ Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ ） は 、 数 １ に よ り 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
２ に 記 載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 。
【 数 １ 】

【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 補 償 ブ レ ー キ 力 は 、 最 大 ブ レ ー キ 限 界 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～  
３ の い ず れ か に 記 載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 補 償 ブ レ ー キ 力 が 前 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 （ Ｆ ｎ ｄ ） の 値 を 越 え る と き 、 信 号 を 前 記  
列 車 の ド ラ イ バ 又 は 特 定 の 制 御 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ に 与 え る ス テ ッ プ を 備 え る 、 請 求 項  
１ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方  
法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 回 復 手 段 は 、 粘 着 回 復 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記  
載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 前 記 粘 着 回 復 手 段 は 、 少 な く と も １ つ の サ ン ド ボ ッ ク ス 又 は 磁 気 シ ュ ー を 備 え る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め  
の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 回 復 手 段 は 粘 着 に 依 存 し な い ブ レ ー キ 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７
の い ず れ か に 記 載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 粘 着 に 依 存 し な い 前 記 ブ レ ー キ 手 段 は 、 少 な く と も １ つ の 磁 気 ト ラ ッ ク ブ レ ー キ 又 は 渦  
電 流 ブ レ ー キ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状  
態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 列 車 の ブ レ ー キ 手 段 は 、 電 気 機 械 ブ レ ー キ 、 電 気 空 気 圧 ブ レ ー キ 、 電 気 力 学 ブ レ ー  
キ 、 空 気 圧 ブ レ ー キ 、 及 び ／ 又 は 油 圧 ブ レ ー キ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ９
の い ず れ か に 記 載 の 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 鉄 道 車 両 に 対 す る ブ レ ー キ 管 理 方 法 の 分 野 に お い て 、 特 に 、 少 な  
く と も １ つ の 鉄 道 車 両 を 含 む 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の  
方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ブ レ ー キ 管 理 方 法 は 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 に お い て 、 と り わ け 、 ブ レ ー キ 力 、 ブ レ  
ー キ 力 の 働 き 、 車 輪 と レ ー ル と の 間 の 粘 着 の 測 定 及 び ／ 又 は フ ィ ー ド バ ッ ク 量 を 用 い る 開  
ル ー プ 又 は 閉 ル ー プ 制 御 に 基 づ い て 作 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 国 際 公 開 特 許 第 ２ ０ １ ６ ２ ０ ７ ０ ７ ８ 号 は 、 ブ レ ー キ 力 を 用 い る 可 能 性 を 記 載  
し て い る 。 国 際 公 開 特 許 第 ２ ０ １ ２ ０ ７ ６ ５ ２ ３ 号 、 国 際 公 開 特 許 第 ２ ０ １ ２ ０ ５ ２ ３ ８  
１ 号 、 国 際 公 開 特 許 第 ０ ０ ７ １ ３ ９ ９ 号 は 、 ブ レ ー キ 力 の 働 き を 用 い る 可 能 性 を 記 載 し て  
い る 。 欧 州 公 開 特 許 第 ２ ９ １ ８ ４ ５ ９ 号 は 、 ブ レ ー キ の 間 、 係 合 し て い る 車 輪 と レ ー ル と  
の 間 の 粘 着 を 用 い る 可 能 性 を 記 載 し て い る 。 ま た 、 車 両 の 加 速 度 を 用 い る 可 能 性 も 知 ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 量 は 、 異 な る レ ベ ル 、 す な わ ち 単 一 の 車 軸 の レ ベ ル 、 鉄 道 台 車 の レ ベ ル （ 複 数 の  
車 軸 ） 、 及 び 列 車 の レ ベ ル （ 複 数 の 鉄 道 台 車 ） で 測 定 、 分 配 、 及 び ／ 又 は 制 御 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 量 に 応 じ て 、 従 来 の ブ レ ー キ 管 理 シ ス テ ム は 、 と り わ け 、 ブ レ ー キ 力 を 作 用 す る  
こ と を 担 う 装 置 、 及 び レ ー ル 又 は 車 輪 と レ ー ル と の 間 の 接 点 の 粘 着 状 態 を 向 上 す る こ と を  
担 う 装 置 を 含 む 複 数 の 装 置 に 適 切 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 ブ レ ー キ 力 を 作 用 す る こ と を 担 う 装 置 は 、 空 気 圧 デ ィ ス ク ブ レ ー キ （ Ｅ Ｐ ブ レ  
ー キ ） 、 空 気 圧 ト レ ッ ド ブ レ ー キ （ Ｅ Ｐ ト レ ッ ド ブ レ ー キ ） 、 電 気 力 学 ブ レ ー キ （ Ｅ Ｄ ブ  
レ ー キ ） 、 磁 気 ト ラ ッ ク ブ レ ー キ （ Ｍ Ｔ Ｂ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 レ ー ル 又 は 車 輪 と レ ー ル と の 間 の 接 点 の 粘 着 状 態 を 向 上 す る こ と を 担 う 装 置 は 、  
例 え ば 、 サ ン ド ボ ッ ク ス 又 は 磁 気 シ ュ ー （ Ｍ Ｔ Ｂ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 に お い て 、 公 称 ブ レ ー キ 力 を す べ て の 車 軸 に 与 え る こ と は で き な い た  
め 、 上 述 の ブ レ ー キ 管 理 シ ス テ ム は 、 一 連 の 方 法 及 び ／ 又 は 装 置 に よ り 介 入 す る 。 こ の 目  
的 は 、 車 両 を 目 標 減 速 度 に で き る 限 り 近 い 又 は 目 標 減 速 度 に 等 し い 瞬 間 減 速 度 に 戻 す こ と  
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で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 「 公 称 ブ レ ー キ 力 」 と い う 用 語 は 、 「 目 標 減 速 度 」 、 す な わ ち 瞬 間 減 速 度 の レ ベ ル に 達  
す る こ と を で き る よ う に す る ブ レ ー キ 力 を 示 す 。 こ の 瞬 間 減 速 度 の レ ベ ル は 、 ブ レ ー キ 時  
間 を 通 し て 保 た れ て い る と き 、 列 車 が 目 標 停 止 距 離 内 に お い て 移 動 を 停 止 す る こ と を で き  
る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 上 述 の 従 来 の シ ス テ ム は 、 主 に 、 車 両 の 瞬 間 減 速 度 に 集 中 し て お り 、 上 記  
目 標 減 速 度 の 到 達 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 種 類 の 方 法 は 基 本 的 な 課 題 を 示 す 。 劣 化 し た 粘 着 状 態 に お い て 、 好 ま し く は 、 ブ レ  
ー キ の 開 始 に 対 し て 、 所 定 の 遅 れ の 後 、 目 標 減 速 度 に 達 す る こ と が で き る 。 こ の 遅 れ は 、  
上 述 の シ ス テ ム が 劣 化 し た 粘 着 状 態 を 検 出 し て 、 上 述 の 装 置 を 作 動 し て 、 且 つ 作 動 す る た  
め の 時 間 を 与 え る た め に 必 要 な 時 間 に 起 因 す る 。 こ の 点 で 、 こ の 遅 れ に 続 い て 、 目 標 減 速  
度 は 到 達 さ れ る 。 好 ま し く な い こ と に 、 こ の 目 標 減 速 度 は 、 目 標 停 止 距 離 に 達 す る た め に  
十 分 で な い 。 結 果 と し て 、 列 車 の 停 止 距 離 は 、 想 定 さ れ る 目 標 に 対 し て 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 実 際 の 例 と し て 、 鉄 道 車 両 の 移 動 を １ ６ ０ ｋ ｍ ／ ｈ と 想 定 し て 、 時 間 ｔ ＝ ０ に お い て 、  
ブ レ ー キ が 作 動 さ れ る と き 、 目 標 減 速 度 は １ ｍ ／ ｓ ２ と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 数 １ 】

【 ０ ０ １ ４ 】
　 乾 燥 し た レ ー ル の シ ナ リ オ に お い て 、 す な わ ち 良 好 な 粘 着 状 態 に お い て 、 完 全 な 「 公 称  
ブ レ ー キ 力 」 が 与 え ら れ 得 る 。 車 両 は １ ｍ ／ ｓ ２ の 目 標 減 速 度 に 達 し て 、 ま た ブ レ ー キ 作  
用 を 通 し て 目 標 減 速 度 を 保 つ 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 こ の 状 態 に お け る 減 速 時 間 の プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 列 車 は 、 こ の 例 に お い て 、 ９ ９ ０ ｍ に 等 し い 目 標 停 止 距 離 内 に お い  
て 移 動 を 停 止 す る 。 こ の 停 止 距 離 の 値 は 、 例 の 状 態 を 一 様 な 加 速 運 動 の 場 合 ま で 遡 ら せ る  
こ と に よ り 容 易 に 計 算 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 数 ２ 】

【 ０ ０ １ ８ 】
【 数 ３ 】

【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 移 動 距 離 に 対 す る 車 両 の 速 度 に 関 す る ブ レ ー キ 曲 線 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 汚 れ た レ ー ル の シ ナ リ オ に お い て 、 す な わ ち 混 入 物 質 、 例 え ば 水 、 油 、 ぬ れ た 落 ち 葉 な  
ど が レ ー ル に あ る 場 合 、 車 輪 と レ ー ル と の 間 の 粘 着 が 劣 化 す る こ と が 続 く 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の シ ナ リ オ に お い て 、 上 述 の 従 来 技 術 に 記 載 の 従 来 の ブ レ ー キ 管 理 シ ス テ ム を 用 い る  
こ と を 考 慮 す る と 、 第 １ の 例 に お い て 、 完 全 な 公 称 ブ レ ー キ 力 を 与 え る こ と は で き な い 。  
し た が っ て 、 １ ｍ ／ ｓ ２ の 目 標 減 速 度 に 達 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 力 、 減 速 度 、 及 び ／ 又 は 粘 着 に お け る こ の 差 を 考 慮 す る と 、 上 述 の 従 来 の ブ レ ー キ 管 理  
シ ス テ ム は 、 粘 着 の 回 復 の た め の 方 法 及 び ／ 又 は 装 置 を 作 動 す る 。 こ の 方 法 及 び ／ 又 は 装  
置 は 、 好 ま し く は 、 車 両 の 減 速 度 を 所 定 の 遅 れ と 共 に 目 標 値 に 到 達 さ せ る 。 こ の 例 に お い  
て 、 遅 れ は １ ０ 秒 と 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 こ の 第 ２ の シ ナ リ オ に お け る 減 速 時 間 の プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 減 速 度 の プ ロ フ ァ イ ル に よ り 、 車 両 は 、 １ ０ ５ ０ ｍ 、 す な わ ち 目 標 停 止 距 離 よ り も  
大 き い 停 止 距 離 に お い て 移 動 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 数 ４ 】

【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 例 に お い て 、 以 下 の 数 ５ と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 数 ５ 】

【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 移 動 距 離 に 対 す る 車 両 の 速 度 に 関 す る ブ レ ー キ 曲 線 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 結 論 と し て 、 劣 化 し た 粘 着 ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 従 来 の シ ス テ ム は 、 車 両 の 減 速 度  
を 目 標 値 に 到 達 さ せ る 目 的 を 達 成 す る 一 方 、 好 ま し く な い こ と に 、 目 標 停 止 距 離 内 に お い  
て 車 両 を 停 止 す る 目 的 を 達 成 し な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ は 、 列 車 を 、 増 加 し た 安 全 性 リ ス ク 及 び 考 え ら れ る 事 故 に 曝 し 得 る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の １ つ の 目 的 は 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 の 場 合 、 目 標 停 止 距 離 を 達 成 で  
き る シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。 こ れ に よ り 、 ブ レ ー キ 中 の 列 車 の す べ て の 安 全 レ ベ  
ル を 増 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の あ る 態 様 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 定 め ら れ て い る 特 徴 を 有 す る 少 な く と も １ つ の  
鉄 道 車 両 を 含 む 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ 管 理 方 法 に よ り 、 こ れ ら の 目 的  
と 利 点 、 及 び 他 の 目 的 と 利 点 が 達 成 さ れ る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 に  
定 め ら れ て い る 。 従 属 請 求 項 の 内 容 は 、 本 明 細 書 の 重 要 な 部 分 と し て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 要 約 す る と 、 本 発 明 は 、 ブ レ ー キ を 制 御 す る た め の 方 法 （ 及 び 関 連 す る 支 援 装 置 ） を 提  
供 す る 。 こ の 方 法 は 、 目 標 停 止 距 離 に 達 す る 目 的 に よ り 、 車 両 の 減 速 度 及 び 移 動 距 離 に 基  
づ い て 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 提 供 さ れ る 方 法 は 、 実 瞬 間 減 速 度 を 目 標 減 速 度 と 比 較 す る だ け で な く 、 実 瞬 間 減 速 度 が  
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目 標 減 速 度 よ り 小 さ い ス テ ッ プ に お い て 、 車 両 に よ り 移 動 さ れ る 「 追 加 距 離 」 を 考 慮 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 少 な く と も １ つ の 鉄 道 車 両 を 含 む 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ  
ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 の 一 部 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 機 能 的 及 び 構 造 的 特 徴 が 説 明 さ れ  
て い る 。 添 付 図 面 に 対 し て 参 照 さ れ る 。
【 図 １ 】 図 １ は 、 乾 燥 し た レ ー ル の シ ナ リ オ に お い て 、 実 線 に よ り 、 減 速 時 間 の プ ロ フ ァ  
イ ル を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 乾 燥 し た レ ー ル の シ ナ リ オ に お い て 、 実 線 に よ り 、 移 動 距 離 に 対 す る 車  
両 の 速 度 に 関 す る ブ レ ー キ 曲 線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 汚 れ た レ ー ル の シ ナ リ オ に お い て 、 破 線 に よ り 、 減 速 時 間 の プ ロ フ ァ イ  
ル を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 汚 れ た レ ー ル の シ ナ リ オ に お い て 、 破 線 に よ り 、 移 動 距 離 に 対 す る 車 両  
の 速 度 に 関 す る ブ レ ー キ 曲 線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 に 記 載 の 方 法 が 用 い ら れ る と き 、 一 点 鎖 線 に よ り 、 減 速 度 の プ ロ  
フ ァ イ ル を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 に 記 載 の 方 法 が 用 い ら れ る と き 、 一 点 鎖 線 に よ り 、 移 動 距 離 に 対  
す る 車 両 の 速 度 に 関 す る ブ レ ー キ 曲 線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ と 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｄ を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 複 数 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 前 に 、 本 発 明 が 、 出 願 に お い て 、 以 下 に 記 載  
又 は 図 示 す る 構 造 の 詳 細 、 及 び 構 成 要 素 の 構 成 に 対 し て 限 定 さ れ な い こ と が 明 ら か で あ る  
。 本 発 明 は 他 の 実 施 形 態 を 得 て 、 特 に 異 な る 方 法 に お い て 実 行 又 は 達 成 さ れ 得 る 。 ま た 、  
用 語 及 び 専 門 用 語 が 記 述 的 目 的 を 有 し て 、 限 定 し て 構 成 さ れ る べ き で な い こ と が 分 か る 。  
「 含 む 」 、 「 備 え る 」 、 及 び そ の 変 形 の 使 用 は 、 後 述 の 要 素 及 び 均 等 な も の を 含 む よ う に  
理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 少 な く と も １ つ の 鉄 道 車 両 を 含 む 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ  
ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 は 、 以 下 に 個 別 に 分 析 さ れ る 複 数 の ス テ ッ プ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 あ る ス テ ッ プ は 、 列 車 に よ り 到 達 さ れ る 目 標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ を 設 定 す る こ と を 備 え る 。 目  
標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ に よ り 、 列 車 は 、 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ 内 に お い て 、 移 動 速 度 ゼ ロ に  
達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 別 の ス テ ッ プ は 、 少 な く と も １ つ の 列 車 の ブ レ ー キ 手 段 に よ り 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ
を 与 え る こ と を 備 え る 。 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ の 値 は 、 列 車 が 目 標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ を 得 る  
こ と が で き る よ う に 計 算 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 別 の ス テ ッ プ は 、 鉄 道 車 両 と レ ー ル と の 間 の 劣 化 し た 粘 着 状 態 の 存 在 を 確 認 す る  
こ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 が 検 知 さ れ て い な い と き 、 方 法 は 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ を 与 え る  
こ と を 保 つ ス テ ッ プ を 備 え る 。 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ に よ り 、 列 車 は 、 第 １ 時 間 ｔ １ 内  
に 目 標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ に 達 し て 、 且 つ 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ 内 に お い て 、 移 動 速 度 ゼ ロ  
に 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 が 検 知 さ れ て い る と き 、 方 法 は 以 下 の ス テ ッ プ を 備 え る 。
　 列 車 の ブ レ ー キ 手 段 に よ り 、 ス ラ イ デ ィ ン グ 制 御 手 段 に よ っ て 、 上 記 非 劣 化 ブ レ ー キ 力  
Ｆ ｎ ｄ よ り 小 さ く 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 に お い て 与 え ら れ 得 る 最 大 ブ レ ー キ 力 と 一 致 す る 劣  
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化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｄ を 与 え る ス テ ッ プ ａ 。
　 前 記 列 車 の 減 速 に 良 い 影 響 を 与 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 回 復 手 段 を 作 動 す る ス テ ッ プ  
ｂ 。 こ の 回 復 手 段 に よ り 、 列 車 は 、 第 ２ 時 間 ｔ ２ 内 に 目 標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ に 達 す る こ と が で  
き る 。 第 ２ 時 間 ｔ ２ は 、 第 １ 時 間 ｔ １ よ り も 大 き い 。 こ の 場 合 、 目 標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ に よ り  
、 列 車 は 、 劣 化 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ 内 に お い て 、 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で き る 。 劣  
化 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ は 、 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ よ り も 大 き い 。
　 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｄ と 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ と の 間 の 差 に よ り 、 劣 化 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ  
ｅ ｇ に 応 じ て 、 補 償 減 速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ を 定 め る ス テ ッ プ ｃ 。 補 償 減 速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ は 、 列 車  
が 、 劣 化 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ で は な く 、 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ 内 に お い て 、 移 動 速 度  
ゼ ロ に 達 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 少 な く と も １ つ の ブ レ ー キ 手 段 、 及 び ／ 又 は 列 車 の 減 速 に 良 い 影 響 を 与 え る よ う に 構 成  
さ れ て い る 回 復 手 段 に よ り 、 補 償 ブ レ ー キ 力 を 与 え る ス テ ッ プ ｄ 。 こ の 補 償 ブ レ ー キ 力 は  
、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 よ り 大 き く て 、 且 つ 補 償 減 速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ に 応 じ て 計 算 さ れ る 。 こ れ に  
よ り 、 列 車 は 、 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ 内 に お い て 、 補 償 減 速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ に 達 し て 、 且  
つ 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 列 車 の ブ レ ー キ 手 段 は 、 電 気 機 械 ブ レ ー キ 、 電 気 空 気 圧 ブ レ ー キ 、 電 気 力 学 ブ レ ー キ 、  
空 気 圧 ブ レ ー キ 、 及 び ／ 又 は 油 圧 ブ レ ー キ を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 回 復 手 段 は 、 と り わ け 、 少 な く と も １ つ の サ ン ド ボ ッ ク ス 又 は 磁 気 シ ュ ー の よ う な  
粘 着 回 復 手 段 で あ っ て も よ い 。 ま た は 、 回 復 手 段 は 、 特 に 、 少 な く と も １ つ の 磁 気 ト ラ ッ  
ク ブ レ ー キ 又 は 渦 電 流 ブ レ ー キ の よ う な 粘 着 に 依 存 し な い ブ レ ー キ 手 段 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 鉄 道 車 両 が 、 劣 化 し て い な い 粘 着 状 態 に 再 び 戻 る よ う に 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 か ら 離 れ る  
ま で 、 粘 着 回 復 手 段 は 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 の 間 、 与 え ら れ 得 る 最 大 ブ レ ー キ 力 よ り も 大 き  
な ブ レ ー キ 力 を 与 え る こ と が で き る よ う に 、 車 輪 と レ ー ル と の 間 の 粘 着 を 増 加 す る た め に  
用 い ら れ 得 る 一 方 、 粘 着 に 依 存 し な い ブ レ ー キ 手 段 は 、 粘 着 に 依 存 す る 鉄 道 車 両 の ブ レ ー  
キ 手 段 に よ り 与 え ら れ る ブ レ ー キ 力 を 増 加 す る こ と な く 、 列 車 の 減 速 度 を 増 加 す る た め に  
用 い ら れ 得 る こ と が 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 に お け る 鉄 道 車 両 は 、 第 １ 時 間 ｔ １ よ り も 大 き い 第 ２ 時 間 ｔ ２ 内 に 目  
標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ に 達 す る こ と だ け で き る 。 こ の 目 標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ に よ り 、 好 ま し く な い  
こ と に 、 列 車 は 、 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ よ り も 大 き い 劣 化 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ 内 で の  
み 、 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 し た が っ て 、 回 復 手 段 の 介 入 の 後 、 又 は 鉄 道 車 両 が 、 例 え ば 線 路 の 汚 れ た 部 分 か ら 線 路  
の き れ い な 部 分 に 切 り 替 え る と き 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 か ら 離 れ た 後 、 鉄 道 車 両 が 劣 化 し て  
い な い 粘 着 状 態 に 再 び な る と き 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 よ り 大 き い 補 償 ブ レ ー キ 力 を 与 え る こ  
と が で き る 。 補 償 ブ レ ー キ 力 は 、 列 車 が 、 目 標 停 止 距 離 内 に お い て 、 補 償 減 速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ
に 達 し て 、 且 つ 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る こ と が で き る よ う に 、 補 償 減 速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ に 応 じ て  
計 算 さ れ る 。 補 償 ブ レ ー キ 力 は 、 少 な く と も １ つ の ブ レ ー キ 手 段 、 及 び ／ 又 は 列 車 の 減 速  
に 良 い 影 響 を 与 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 回 復 手 段 に よ り 、 与 え ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 す な わ ち 、 補 償 ブ レ ー キ 力 は 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 の 間 、 与 え ら れ な い ブ レ ー キ 力 に 対 し  
て 補 償 す る よ う に 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 よ り 大 き い 必 要 が あ る 。 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 は 、 劣 化  
し た 粘 着 状 態 の 間 、 与 え ら れ な い ブ レ ー キ 力 に 対 し て 補 償 す る た め に 十 分 で な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 劣 化 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ は 、 以 下 の 数 ６ を 用 い て 所 定 の 時 刻 に 計 算 さ れ 得 る 。
　 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ （ ｔ ） は 、 時 間 ｔ に お い て 測 定 さ れ る 劣 化 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ で あ る 。 ま  
た 、 Ｄ ｅ ｃ （ ｔ ） は 、 時 間 ｔ に お い て 測 定 さ れ る 瞬 間 減 速 値 で あ る 。 さ ら に 、 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ
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は 、 目 標 減 速 値 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 数 ６ 】

【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ に お い て 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ と 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｄ の 例 示 的 な 傾 向 を 示 す 。 点  
１ ０ ０ は 、 ス ラ イ デ ィ ン グ 制 御 手 段 が 、 与 え ら れ る 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｄ を 生 じ る 時 刻 を 示  
す 。 こ の 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｄ は 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ よ り 小 さ い 。 斜 線 に よ り 示 す 部 分  
は 、 劣 化 し て い な い 粘 着 状 態 の 場 合 、 与 え ら れ る ブ レ ー キ 力 を 示 す 。 一 方 、 こ の ブ レ ー キ  
力 は 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 に よ り 与 え ら れ な い 。 与 え ら れ な い ブ レ ー キ 力 が 、 追 加 停 止 距 離  
を 決 め る こ と を 示 す 。 Ｆ ｃ ｏ ｍ ｐ は 、 列 車 が 補 償 減 速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ に 達 す る た め 、 劣 化 ブ レ  
ー キ 力 Ｆ ｄ の 結 果 と し て 与 え ら れ る ブ レ ー キ 力 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 実 際 の 例 と し て 、 「 追 加 距 離 」 は 、 実 減 速 度 Ｄ ｅ ｃ ｒ に よ り 減 速 し て い る 車 両 に よ る 移  
動 距 離 と 車 両 が 目 標 減 速 度 Ｄ ｅ ｃ ｏ ｂ ｂ に よ り 減 速 し て 移 動 す る 距 離 と の 間 の 差 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 加 速 度 は 速 度 ベ ク ト ル の 時 間 導 関 数 と し て 定 め ら れ て い る 。 直 線 運 動 を 考 慮 す る と 、 鉄  
道 車 両 の 移 動 速 度 の 絶 対 値 に よ り 、 速 度 ベ ク ト ル を 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 速 度 は 、 レ ー ル に 沿 う 車 両 に よ る 移 動 距 離 の 時 間 導 関 数 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 数 ７ 】

【 ０ ０ ５ ６ 】
　 時 間 に 関 し て ２ 回 積 分 を 行 う こ と に よ り 、 運 動 の 一 般 方 程 式 を 与 え る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 レ ー ル に 沿 う 移 動 距 離 は （ 一 方 向 の 場 合 ） 、 加 速 度 の 時 間 に つ い て の ２ 回 積 分 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 数 ８ 】

【 ０ ０ ５ ９ 】
　 乾 燥 し た レ ー ル の シ ナ リ オ に お い て 、 車 輪 と レ ー ル の グ リ ッ プ に よ り 、 鉄 道 車 両 は 、 ブ  
レ ー キ 時 間 全 体 の 間 、 目 標 減 速 度 に よ り ブ レ ー キ を か け る こ と が で き る 。 こ の 状 況 は 一 様  
な 加 速 運 動 の 場 合 に 由 来 す る 。 こ の 車 両 の 加 速 度 は 時 間 に 応 じ な い 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
【 数 ９ 】

【 ０ ０ ６ １ 】
　 し た が っ て 、 乾 燥 し た レ ー ル の 状 態 の 時 間 ｔ に お け る 移 動 距 離 を 以 下 の 数 １ ０ に よ り 示  
す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 数 １ ０ 】

【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の シ ナ リ オ に お い て 、 列 車 の 速 度 は 、 図 ６ に お け る 曲 線 １ ０ の よ う な 傾 向 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 一 方 、 劣 化 し た 粘 着 の シ ナ リ オ を 考 慮 す る と 、 車 両 は 、 ブ レ ー キ 時 間 全 体 の 間 、 一 定 の  
減 速 度 に よ り 減 速 す る こ と が で き な い 。 例 え ば 、 減 速 度 の プ ロ フ ァ イ ル は 、 図 ３ の プ ロ フ  
ァ イ ル 又 は 異 な る プ ロ フ ァ イ ル で あ っ て も よ い 。 い ず れ か の 場 合 、 車 両 の 加 速 度 は 時 間 に  
基 づ く 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 し た が っ て 、 劣 化 し た 粘 着 の 状 態 の 時 間 ｔ に お け る 移 動 距 離 を 以 下 の 数 １ １ に よ り 示 す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 数 １ １ 】

【 ０ ０ ６ ７ 】
　 時 刻 ｔ に お け る 追 加 距 離 は 、 劣 化 し た 粘 着 の 場 合 に お け る 移 動 距 離 と 劣 化 し て い な い 粘  
着 の 場 合 に お け る 移 動 距 離 と の 間 の 差 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 数 １ ２ 】

【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 に 記 載 の 方 法 は 、 劣 化 し た 粘 着 の 場 合 に お い て も 、 目 標 停 止 距 離  
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内 に お い て 車 両 の 移 動 を 止 め る こ と を 目 的 と す る 。 し た が っ て 、 こ の 方 法 は 、 追 加 距 離 を  
最 小 化 す る よ う に 動 作 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 数 １ ３ 】

【 ０ ０ ７ １ 】
　 例 え ば 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ま れ て い る 一 般 的 な ブ レ ー キ 制 御 シ ス テ ム を 考 慮 す る  
と 、 こ の ブ レ ー キ 制 御 シ ス テ ム は 離 散 時 間 型 シ ス テ ム に お い て サ ン プ リ ン グ 時 間 Δ ｔ に よ  
り 動 作 す る 。 こ の サ ン プ リ ン グ 時 間 Δ ｔ は 、 制 御 ル ー プ の 実 行 時 間 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 状 況 に お い て 、 時 刻 ｔ に お い て 経 過 し た 時 間 は 、 制 御 ル ー プ の 実 行 数 に 、 所 定 の 制  
御 ル ー プ の 実 行 と 次 の 制 御 ル ー プ の 実 行 と の 間 に お い て 経 過 し た 時 間 を 掛 け る こ と よ り 与  
え ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 数 １ ４ 】

【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の 数 １ ４ に お い て 、 ｎ は 、 所 定 の 時 刻 ｔ ま で の 制 御 ル ー プ の 実 行 数 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の 離 散 的 な 状 況 に お い て 、 時 間 積 分 は 、 増 加 偏 差 の 合 計 に な る 。 ま た 、 時 間 ｔ に お け  
る 車 両 に よ る 追 加 移 動 距 離 は 、 以 下 の 数 １ ５ に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 数 １ ５ 】

【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の 数 １ ５ に お い て 、 Ｄ ｅ ｃ ｎ は 、 制 御 ル ー プ の ｎ 番 目 の 実 行 に お け る 車 両 の 減 速 度 で  
あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 離 散 的 な 方 法 は 、 こ の 方 法 に 基 づ い て 、 追 加 距 離 を 最 小 化 す る よ う に ブ レ ー キ （ 及 び 関  
連 す る 支 援 装 置 ） を 制 御 す る
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 数 １ ６ 】

【 ０ ０ ８ ０ 】
　 追 加 距 離 が 最 小 化 さ れ な い と き 、 列 車 の 速 度 は 、 図 ６ に お け る 曲 線 １ ２ の よ う な 傾 向 に  
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従 う 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 一 方 、 制 御 ル ー プ の そ れ ぞ れ の 実 行 （ ｎ ） に お い て 最 小 化 及 び 調 整 す る こ と に よ り 、 目  
標 減 速 度 Ｄ ｅ ｃ ｏ ｂ ｂ は 以 下 の 等 式 を 保 つ 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 数 １ ７ 】

【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 目 的 の 実 施 例 と し て 、 劣 化 し た 車 輪 と レ ー ル の 粘 着 と 共 に 汚 れ た レ ー ル  
の シ ナ リ オ を 考 慮 す る と 、 第 １ の 例 に お い て 、 劣 化 し た ブ レ ー キ 力 が 与 え ら れ る 。 一 方 、  
劣 化 し た 粘 着 状 態 の 存 在 に よ り 、 ス ラ イ デ ィ ン グ 制 御 手 段 が 介 入 す る 。 こ の ス ラ イ デ ィ ン  
グ 制 御 手 段 に よ り 、 劣 化 し て い な い ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ を 与 え る こ と が で き な い 一 方 、 劣 化  
し た ブ レ ー キ 力 Ｆ ｄ を 与 え る こ と だ け で き る 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 、 例 え ば １ ｍ ／ ｓ ２

に 設 定 さ れ て い る 目 標 減 速 度 に 達 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 で あ る 制 御 方 法 を 適 用 す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う な 減 速 度  
の プ ロ フ ァ イ ル を 得 る 。 ま た 、 列 車 の 速 度 は 、 図 ６ に お い て 符 号 １ ４ で 示 す よ う な 傾 向 を  
有 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 方 法 は 、 追 加 停 止 距 離 を 足 し た 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ を 備 え る 劣 化 し  
た 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ を 最 小 化 す る た め 、 補 償 減 速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ を 設 定 す る 。 こ の 補 償 減  
速 値 Ｄ ｃ ｏ ｍ ｐ は 、 所 定 の ブ レ ー キ ス テ ッ プ に 対 す る 目 標 減 速 値 Ｄ ｏ ｂ ｂ よ り 大 き い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の 減 速 度 の プ ロ フ ァ イ ル に よ り 、 列 車 は 、 ９ ９ ０ ｍ に お い て 、 す な わ ち 劣 化 し た 停 止  
距 離 Ｄ ｉ ｓ ｄ ｅ ｇ 内 で は な く 、 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ 内 に お い て 移 動 を 止 め る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 例 え ば 、 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ は 、 列 車 の 初 期 移 動 速 度 、 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ が  
与 え ら れ る 時 刻 か ら 列 車 が 移 動 速 度 ゼ ロ に 達 す る 時 刻 ま で に 得 ら れ る 減 速 値 の 平 均 に よ り  
得 ら れ る 平 均 減 速 値 、 及 び 列 車 の 初 期 移 動 速 度 と 平 均 減 速 値 と の 間 の 比 率 に よ り 得 ら れ る  
目 標 ブ レ ー キ 時 間 に 応 じ て 計 算 さ れ る 。 こ の 目 標 停 止 距 離 Ｄ ｉ ｓ ｏ ｂ ｂ は 、 数 １ ８ を 用 い て  
計 算 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 数 １ ８ 】

【 ０ ０ ８ ９ 】
　 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 の あ る 実 施 形 態 に お い て 、 補 償 ブ レ  
ー キ 力 は 、 最 大 ブ レ ー キ 限 界 よ り も 小 さ い 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態 は 、 大 き す ぎ る ブ レ  
ー キ の 値 を 与 え る 方 法 を 避 け 得 る 。 こ の 大 き す ぎ る ブ レ ー キ の 値 は 過 剰 な 急 ブ レ ー キ を も  
た ら し て 、 列 車 に 乗 っ て い る 乗 客 の 安 全 性 と 快 適 性 を 危 険 に さ ら し 得 る 。 ま た 、 こ の 限 界  
に よ り 、 与 え ら れ る ブ レ ー キ 力 が 、 適 切 な 規 則 、 例 え ば Ｌ Ｏ Ｃ ＆ Ｐ Ａ Ｓ   Ｔ Ｓ Ｉ に よ り 定  
め ら れ る 安 全 基 準 を 越 え な い よ う に 、 与 え ら れ 得 る ブ レ ー キ 力 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 別 の 実 施 形 態 に お い て 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 は 、 補 償 ブ  



10

20

30

40

50

JP 7592494 B2 2024.12.2(12)

レ ー キ 力 が 非 劣 化 ブ レ ー キ 力 Ｆ ｎ ｄ の 値 を 越 え る と き 、 信 号 を 列 車 の ド ラ イ バ 又 は 専 用 の  
制 御 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ に 与 え る ス テ ッ プ を 備 え て も よ い 。 こ の よ う に 、 方 法 が 、 劣 化  
し た 粘 着 状 態 に 対 し て 補 償 す る た め の 動 作 を 要 求 す る よ う な 状 況 に 遭 遇 し た こ と を 列 車 の  
ド ラ イ バ 又 は 適 切 な イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ に 通 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 利 点 は 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 で あ っ て も 、 劣 化 し た 粘 着 状 態 に よ り  
生 じ る 追 加 停 止 距 離 を 最 小 化 し て 、 目 標 停 止 距 離 内 に お い て 列 車 の 移 動 を 止 め る こ と が で  
き る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 少 な く と も １ つ の 鉄 道 車 両 を 含 む 列 車 に 対 す る 劣 化 し た 粘 着 状 態 の ブ レ  
ー キ を 管 理 す る た め の 方 法 の 様 々 な 態 様 及 び 実 施 形 態 が 説 明 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 実 施  
形 態 が い ず れ か の 他 の 実 施 形 態 と 組 み 合 わ せ ら れ 得 る こ と が 分 か る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 説  
明 さ れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 一 方 、 添 付 の 請 求 項 に よ り 定 め ら れ る 範 囲 内 に お い て 変  
化 す る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】



10

JP 7592494 B2 2024.12.2(15)

フロントページの続き

(72)発明者　 リュック・アンベール
イタリア１０１２８トリノ、コルソ・ガリレオ・フェッラーリス１０３番

審査官　 山本  健晴
(56)参考文献 特開２０１８－００７４６４（ＪＰ，Ａ）

特開平１１－１９８８１０（ＪＰ，Ａ）
特開２００１－２６４１９３（ＪＰ，Ａ）
特開平０５－０６５０６５（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－１６２１５２（ＪＰ，Ａ）
特開２００６－１８２２３１（ＪＰ，Ａ）
特表２０１４－５３０１３８（ＪＰ，Ａ）
特開平０５－１３９３０９（ＪＰ，Ａ）
特開２００７－０５３８４５（ＪＰ，Ａ）
特開平０６－００６９１１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ６０Ｔ      ８／１７
Ｂ６０Ｔ      ８／１７４
Ｂ６１Ｈ    １３／００
Ｂ６０Ｔ      ８／１７２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

